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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は教育臨床の中核的問題の一つであるパースナリティの成長の促進について, クライエント中心
療法の枠組に立って攻究 したものであり, 内容は4部9茸からなり, 過去6年間の著者の臨床的実践と研
究をまとめたものである｡
第 Ⅰ部は, 理論的展望であり,心理療法という未発達な段階にある科学の一分野に対する,C.Rogersの








の特徴と治療結果との関連を調べたものである｡ その- は著者自らの考案になる4段階のス ケ ー ル で,
1)問題に対する責任を経験 している程度,2)問題解決についての治療者への依存度,3)変化 しようとす
る意欲の程度等を評定 し, それと治療成績との関係を明らかにした｡ 対象は1959-60年に京都大学心理教
育相談室に来談 した12事例であったが, 初回面接時に自分の心理状態に問題を感じ, 不安に悩まされてい
るか, あるいは自分の中の明瞭に二価値的な葛藤を感じているようなクライニントは治療により自己知覚
が新しくなり, 行動の改善が認められるが, 自分の問題を他人事のように感じ, あるいは表現 しているク
ライエントや,治療者の権威に依存する傾向のつよいクライエントは, 治療が長期にわたっても, 洞察が知
的レベルにとどまり, 行動の改善も乏しく, あるいは全 く治療効果が見 られなかった｡ その二は, Kirtner
のスケ- ルを用いて別個のクライエントの成功例10例と失敗例10例について, 同じ手続によって検討した
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ものであるが, その結果は- と同様であった｡ その三は, 以上の結果をさらに Rogersのプロセススケ-
ルを用いて検討したものであるが, 以上3研究の結果から, 従来のクライエント中心療法では, 治療しに
くい事例があることを認め, その特徴を明らかにした｡
第Ⅱ部は, 母親及び児童への適応と超され, 母親のカウンセリングの治療経過に関する評定結果と, 輿
型的な治療経過を示した母と児童各一例の事例研究を行なっている. 従来, 問題児童の母親は, 子供の治
療のために来所したという意識が勝ち, カウンセリングを行なっても治療関係を深めることが困難な場合







き, 著者が担当した13事例について, 観察を行ない, 治療過程, 治療関係, 治療方法について臨床的記述






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
C.Rogersの提唱したクライエント中心療法は, 我国に導入されて以来臨床実践面に多大の影響をあ








第Ⅱ部において, 問題児の母親に関し, プロセススケールを考案したのは, はじめての試みであり, 創





ている｡ 学校恐怖症に関する研究の多くは, 原因論的ないしは症状論的研究にかたよ.り, 治療論的研究に
乏しいのであるが, 本研究は治療過程を通じて本症児を考察しているのが特色である｡ 本症児の治療過程
が五つの段階に区別されうること, 治療の結果としての本症児の行動の変化, 及び治療過程からみた学校
恐怖症の本質を明らかにしたことは, 今後の教育臨床に貢献するところが大きいものと思われる｡
よって, 本論文は教育学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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